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2022年３月11日 
公益財団法人 キユーピーみらいたまご財団事務局  

 

 キユーピーみらいたまご財団 
のご紹介と活動について  

子どもの未来応援フォーラム 
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 本日の内容  

 1．財団の生い立ちとめざすところ 
       
 2．キユーピーグループや社員との関わり 
 
 3．財団の活動 
 
 
 4. ご提案 
   全国の子ども食堂へすぐに寄付品がお届け 
   できる仕組みＭＯＷＬＳのご案内 
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１.財団の生い立ち① 

  

1961年～ オープンキッチン 
 食品工場見学のスタート 

 
1975年 ～メディアライブラリー 

 テーブルマナー等 
      

2014年～ 仙川マヨテラス 
 都内での工場見学体験 

2002年～ マヨネーズ教室 
2019年に全国で累計10万
人の小学生の参加達成！ 

「食を育む」 

1960年～ 
 ベルマーク寄付活動 

社会とのかかわり 

キユーピーでは昔から「子ども」を中心に食を育む活動を行ってきました 



4／16 

１.財団の生い立ち② 

広がり始めた子ども食堂活動 
         への個別応援開始 

～共食は子どもの心と体の 
    成長につながる 

子どもの貧困が 
       社会問題に 

2016年～ 

同じような想いの団体の活動を幅広く、全国的に支援して、 
キユーピーだけではできない社会活動に役立ちたい 

共働き、 
  ひとり親世帯の増加 

個食，孤食  

「食を取り巻く社会課題」が 
     どんどん増大 
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【正式名称】 公益財団法人 キユーピーみらいたまご財団 

【設立】 2017年4月3日（2019年4月1日より公益財団へ） 

 
 

 

 

 

安定的に継続的な助成活動を行っていくため 
自社株を財団へ交付して、その配当で助成事業を運営 

これまでの取り組みを継続、進展させるだけでなく、想いを共有しうる団体の
活動を広範に支援し一企業だけでは成し得ない社会活動に繋げていきたい 

１.財団の生い立ちとめざすところ③ 

2017年2月株主総会で150万株の有利発行の特別決議 

業績による社会活動への影響が及ばないように、社
外に独立した財団とすることで、長期的な考えに 
基づいて継続的な助成活動を可能にする 

設立の想い 

食の大切さを伝え、食の力で 
子どもの未来を支える 
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〇食育活動 
 ・オープンキッチン 
 （工場見学） 
 ・マヨネーズ教室 
 ・メディアライブラリー 

〇社会活動 
 ・ベルマーク運動 
 ・ＱＰｅａｃｅ 
  ※マッチングギフト 

重点課題：子どもの心と体の健康支援 
サスティナビリティ目標 
私たちの活動で作る子どもの笑顔の数    
※実績は2019年度からの累計  

〇想いを共有する活動団体へ
の助成金公募と支援 

 Ａ食育活動支援 
 Ｂ居場所づくり支援 
 （子ども食堂等） 
〇活動団体への食品寄贈 
 
〇活動団体セミナー開催 
 （勉強会・情報交換会） 
 
〇財団サイトでの助成団体の 
  活動紹介ブログ 
 

社員ボラン
ティアによる
選考準備委
員会設置 

グループ会
社からの 
食品寄贈 

セミナーや助
成団体活
動へのボラン
ティア参加 

２.キユーピーグループや社員との関わり 
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【参考】キユーピーグループ社員の財団活動への参加 

2022年度選考準備委員 

支店の活動団体での寄贈
商品の荷受け応援作業 

社員による子ども食堂 
   ボラインティア応援 

財団イベントへの従業員参加 
（助成授与式交流会） 

那覇営業所所長からの 
助成証書授与式 

グ
ル
ー
プ
商
品
の
寄
贈 
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プログラムA～食育活動支援～ プログラムB ～食を通した居場所づくり 
（子ども食堂など）支援～ 【対象】 

食を取り巻く社会課題に広範 
に取り組む活動団体 

【助成内容】 
食育活動を行うための講座、
イベント、研究等に必要な
資金の一部（会場費用, 
講師謝金等） 

【助成内容】 
環境整備費用（運営資金は対象
外）拠点の改修費、冷蔵庫他、厨
房機器、椅子やテーブル、什器等、 
 

※スタートアップ助成 1年以内の 
  団体の立ち上げ支援として食材、 
  光熱費等の運営資金を含む 
※新型コロナ禍対応特別助成 

３．財団の助成活動  

【対象】 
子ども食堂などの子どもの居場所づくり
支援に取り組む団体 

◆助成事業（食育活動団体への寄付）◆ 

物品（食品）助成 
～自社商品の寄贈～ 
 

【対象】 
食を通した子どもの居場所 
（子ども食堂など） 
【寄贈の流れ】 
 MOW(全国食支援活動 
 協力会）運営の寄付システ 
 ムMOWLSを通じて、全国 
 へ、キユーピーグループの商品 
 を寄贈する 
 ※ マヨネーズ、ドレッシング、 
   パスタソース、ジャム等の 
   パン用スプレッド等 

2020年度より本格始動 

 2022年度総助成金 4,073万円 132団体※ 
   A 1,254万円     Ｂ 2,819万円 
    （27団体）      （105団体） 
 

※2020年度からの3年継続助成5団体を含め 

 2022年度 
物品寄贈計画 
 2,000万円  
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【参考】2022年度助成団体（財団ＨＰより） 

設立以来累計のべ全国480団体へ助成 

財団ＨＰＱＲコード 
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２ 

年2回 財団主催の「セミナー」を開催 

2020､21年度はオンライン開催 

2020年6月：キユｰピー本社渋谷ホールから配信 

2020年11月 
 ：渋谷本社とおおさかサポートセンターを繋いで配信 

【参考】活動団体向けオンラインセミナー 食の居場所づくりサミット 
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【食品の寄贈 アヲハタくちどけいちご寄付 （2021年4月7日）】 
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【ご提案】 
 

子どもたちのために 
今、企業ができること 

 

            全国食支援活動協力会 
  

ミールズオンホイールロジシステム（MOWLS） への参加 
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  各地域のネットワークによる全国への食料支援の取組み 
                     （一社）全国食支援活動協力会） 
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３. 皆で支えたいMOWLSの仕組み  

   「ミールズオンホイールロジシステム（MOWLS）」の特徴 
 

１．全国の子ども食堂・子どもの居場所へ確実にスピーディに食品寄付が 
   できる今までにない大規模な食品寄贈プラットホーム                          
２．今までにない低温度帯（冷蔵、冷凍品）商品の寄贈もできます 
 

３．しっかりした信頼できるルートで必要とされる子ども達に届けられます 
 

４．それぞれの企業が得意分野で支援が可能 
                  
      〇食品関連企業は食品の寄贈 
  〇物流事業企業は余剰の在庫スペース提供、配送機能で 
    ロジハブ拠点での配送支援 
  〇全ての企業 
     ・子ども向け商品の寄贈や運営者への寄付金 
   ・従業員の皆さんでのボラインティア支援 
   商品荷受け作業、子ども食堂へのお届け、フードパントリーの応援、 
   弁当調理応援等   
   


